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まち“だ”づくりのコミュニケーション誌

Now! 町田市市民協働フェスティバル「まちカフェ！」開催まであと1ヶ月！

組織の枠を超えた「協働」の芽が、
「まちカフェ！」実行委員会から生まれています

毎月第3木曜日に開催している「まちカフェ！」実行委員会も、10/15（木）で4回目を迎

えました。ここまで全てオンラインで開催してきましたが、参加者数が減ることもなく

開催できており、事務局にとって大きな励みになっています。

実行委員会では、団体の強みや求めていることをシェアしたり、「まちカフェ！」10days

でのイベント企画を検討するワークショップを行ったりする中で、団体同士の交流を深

めてきました。そして第4回の実行委員会では、「『まちカフェ！』参加団体横断で、町田

の子どもが幸せになるための提案やSOSを発信するアクション～まちだ子どもアク

ション！（仮題）～などを起こしてはどうか？」といった話題が出てみんなで協議する

など、団体の枠を超えた協働の芽も生まれてきました。

イベント開催日が「まちカフェ！」なのではなく、そこまでの準備期間すべてが「まちカ

フェ！」の取り組みなのだと実感する一幕でした。発案された協働の芽をみんなで育て

ていけるよう、実行委員会で計画を進めます。

「まちカフェ！」シンボリック事業
～「まちカフェ！の森」と市庁舎ライトアップを行います～

今年の開催に向けて、団体のみなさんがたくさんの挑戦をしておられます。「まちカフェ！」10daysは、みなさんの成果
を町田市全体で称え合い、楽しめたらと思っています。また、団体同士、個人と団体の絆が強くなる機会になるとも感じてい
ます。10日間、たくさんの出会いが町田に生まれることを期待しています！
現在、実行委員会では「まちカフェ！」10daysに開催されるイベント等の取材をしていただけるボランティアを募集しています。
詳細は事務局（町田市地域活動サポートオフィス内）にお問合せください。　　　　　　　　　　　     実行委員長 大月徹さん

Pick up Event おすすめイベント

▲第4回実行委員会の冒頭にて
　「今日の気持ちを赤・青・黄で表すと？」の問いかけに、各自
　身の回りの物を持ち寄り、色を見せ合った際の集合写真。

「まちカフェ！」のシンボリックカラーである「緑」にちなみ、
今年度の出展団体の紹介パネルを、
様々な緑色の葉で装飾して森に見立てた展示
「まちカフェ！の森」を実施します。

月

＠市庁舎1階みんなの広場 
「まちカフェ！」を知っていただくために「まちカフェ！の森」展示期間中の2日間、
市庁舎をシンボリックカラーの緑色にライトアップします。
緑色は「安心・やすらぎ・生命力・調和」を表現する色と言われています。
緑色の持つ力を実際にご体感ください。

Special EVENT

町田市市民活動
応援キャラクター
「おうえんマン」

町田市市民協働フェスティバル 「まちカフェ！」専用ホームページ ▲
S N Sでもイベントを盛り上げて

います！「まちカフェ！」実行委員会事務局 （町田市地域活動サポートオフィス内）お問い合わせ　

042-785-4871（平日9時～18時） machicafe@machida-support.or.jp

最新情報は

ホームページを

チェック！

     ワークショップ       ウォーキング       バザー       工作       トークセッション       ダンス       まなび       展示会…

オンラインからリアルイベントまで10日間 全30イベント!

団体活動が、更に力強く活動を深め広げていく契機として、私たち町田市地域活動サポートオフィスで

は、様々なセミナーや講座、そしてイベントの企画運営を行っています。今号では、その中でも未来志向

の事業計画を立てる連続講座「まち“だ”づくりカレッジ」と、実行委員会のみなさんが着々と準備を進め

られている第14回町田市市民協働フェスティバル「まちカフェ！」の様子をレポートします。

日時：11/30（月）～12/11（金）まで
場所：市庁舎1階みんなの広場

「まちカフェ！」のシンボリックカラーである「緑」にちなみ、

今年は「まちカフェ！の森」と題した紹介展示を行います。

今年度の出展団体の紹介パネルを、様々な緑色の葉で装飾して

森に見立てて展示しています。ぜひお越しください！

「まちカフェ！の森」

日時：12/2（水）、12/9（水）各日18：30～21：00まで

「まちカフェ！の森」展示期間中の12/2（水）と12/9（水）に

市庁舎を緑色にライトアップします。

緑色は「安心・やすらぎ・生命力・調和」を表現する色と言われています。

緑色の持つ力を実際にご体感ください。

シンボリックカラー市庁舎ライトアップ

Topics 2

Topics 1

メッセージ from
実行委員長

町田市市民協働フェスティバル「まちカフェ！」10daysは、オンラインや市内各地で開催されます。
イベントの詳細情報は、「まちカフェ！」専用ホームページでご確認ください！

町田市市民協働フェスティバル「まちカフェ！」は、市内で活動

する市民活動団体やNPO法人、地域活動団体（町内会・自治会）

などが交流を深め、市民のみなさんが地域活動をはじめる

きっかけとなることを目指して開催するイベントです。

本年度は、市庁舎開催にかわり、オンラインや市内分散開催

という新しいスタイルで10日間開催します。

さあ一緒に、未来へ続く出会いや発見を探しにいきましょう！

10days
2020.12/4      --13金 日

今こそ見せよう
町田の底力
～未来へつなぐ新たな挑戦～

第14回 町田市市民協働フェスティバル

「まちカフェ！」

11/30      --12/11月 金

「まちカフェ！の森」 シンボリックカラー
市庁舎ライトアップ

12/2      ・9水 水 18:30--21:00



オ

ンラ
インで参加

本年度2回目の開催となるまち“だ”づくりカレッジは、10月22日に開講。新たに4団体を迎え、にぎやかに学びをスタート
しています。単発受講も可能ですので、興味のある方はお気軽にご相談ください。未来志向の事業計画づくりにサポート
オフィススタッフが最後まで伴走します。講義に関する詳細はこちらからもご覧いただけます。

Voice 「まち“だ”づくりカレッジ」参加者の声

■ 受講動機と受講した感想

■ 組織やメンバーに起きた変化について

「まち“だ”づくりカレッジ」では、全４回の講義やワークショップを通じ、 

団体のビジョン、ミッション、ターゲットと

ステークホルダー等を策定・整理しながら事業計画を作成してきました。

10/22（木）の最終回は、市庁舎2階の市民協働おうえんルームにて最終報告会を実施。

ここまで学び、磨き上げてきた未来志向の事業計画を

A3用紙1枚にまとめて発表し意見交換を行いました。 

ここでは、みなさんがまとめた発表資料とともに、

お寄せいただいた感想をご紹介します。

町田 × はたらくを考える
会

子育てをしながら、様々な
フィールドで活躍中の３人

で立ち上げ、現在は4人で
活動中。「自分

らしくはたらく・暮らす」に向
き合う機会づくりと、「自分自

身で決める・選択する」を実
現するために、

講座やコミュニティの立ち
上げや雇用の創出ができる

仕組みづくりを目指す。そ
の一歩として、

来年1月より市民講座「自分
に素直にはたらくを考えよ

う！」を開催予定。
Profile ■ 受講動機と受講した感想

■ 組織やメンバーに起きた変化について

町田市ユニカール協会
氷上ではなくカーペットの上で行うカーリング『ユニカール』を通じて、子どもから高齢者、障がいのある方まで、世代を越えた健康づくりとコミュニティづくりにより、地域を元気にすることを目的として鶴川地域から活動をスタート。7月からは野津田公園で毎週火・土曜に感染防止対策を徹底し、人数を制限した上で無料体験会を再開した。

Profile

■ 受講動機と受講した感想

■ 組織やメンバーに起きた変化について

へりぽーと https://heliport.amebaownd.com

https://www.facebook.com/unic.machida/

町田市相原地区で「地域に多世代が集う居場所を作り
たい」という想いを持った法政大学の学生

が立ち上げ、現在は6人が所属。相原元橋町会のコ
ミュニティースペース「よりみち広場」で

カフェやオンラインイベント等、学生ならではの視
点を生かした活動を実施している。「地域

の『だったらいいな』をカタチにする」を理念に掲げ
、活動の幅を広げている。

Profile

QRコードからアクセスください

Information

サポートオフィスに活動方針
について相談をしたところ

受講を勧められ参加しまし
た。子育て中の女性ばかり

のチームで、課題を行う日
程調整など至難の業でした

が、カレッジというある種の
強制力があったからこそ、

話し合いの場を確保するこ
とができました。

チームでやりたいこと、そ
れぞれが個人としてやりた

いことが明確になりました
。団体として機能させるに

は、更に腹を割ってメンバー
同士で深堀りを続けてい

く必要があるという課題も
明確になりました。他団体

の活動状況を知れることも
大きなメリットでした。

ひたすら走るだけでなく、立ち止まって事業を振り返り
団体の課題を明確にしたいという思いで受講を決心
しました。講義、ワークショップ、課題研究等全ての
フェーズで斬新なアイデアやアドバイスを頂き気付き
も多く、ワクワクする講座でした。

色々な世代や分野の団体のみなさんとの交流や
議論を通じ、活動の意義を再確認し、未来に向けた
アイデアが出るようになってきました。実現の流れ
を会員や関係者に簡潔に伝えることができるように
なり、他業種との連携・協働も進み始めました。

活動を発展させるには、メンバー内の認識を揃え、

ぼやけている目標を明確にする必要があると感じて

いたため受講しました。団体メンバーや他団体の方々、

サポートオフィスのみなさんとじっくり考える時間は

毎回貴重で、「楽しい」と実感しながら受講できました。

毎回課題が出されるのですが、それをメンバーと共

に議論し、迷いながらも創り上げる過程が、組織力を

高めてくれたように感じます。また、共通の認識・目

標ができたことで、次にやるべき活動や行動を、団体

内で判断しやすくなったと感じています。
発表を聞いている人から発表した
団体へ贈られた、感想や激励の
メッセージがぎっしり書かれた
付箋の数々


